
仕  様  書 

 

本工事は、徳島県土木工事共通仕様書に準拠完成する

ものとする。 

 

鳴  門  市 



鳴 門 市 下 水 道 工 事 特 記 仕 様 書 

 

（特記仕様書の摘要） 

第１条 本工事の施工にあたっては、「鳴門市下水道工事特記仕様書」に基づき実施しなければならない。 

 

（適用範囲） 

第２条 この仕様書は下水道の特記事項について示すものであり、「鳴門市下水道工事特記仕様書」に定めのない

ものは以下の最新図書に基づき実施しなければならない。 

 (1) 国土交通省 都市地域整備局下水道部「下水道土木工事共通仕様書（案）」 

(2) 徳島県 県土整備部「徳島県土木工事共通仕様書」 

(3) 徳島県 県土整備部「徳島県土木工事施工管理基準（案）」 

１ この仕様書と他の共通仕様書との競合する事項については、この仕様書の定めるところによるものとする。 

２ その他、施工上必要な事項については、本市監督員と十分協議し、その指示に従い請負者の負担にて施工

しなければならない。 

 

（法令の遵守） 

第３条 請負者は工事の施行において、関係する法律及びその他の関係法令、条令、並びに規則を遵守しなければ

ならない。 

 

（施工計画） 

第４条 請負者は契約後１４日以内に様式第９号に定める「工事施工計画承認申請書」および「工事工程表」を作

成し、監督員に提出し確認を受けなければならない。また契約内容を変更した場合、現場代理人および主任技

術者を変更した場合についても同様とする。 

１ 地域住民および施設管理者への対応 

 請負者は施工にあたり、地域住民等へチラシ等により工事の案内を行うとともに、工事に対する理解と協力

を求め、紛争が生じないように努めるものとする。なお、案内する内容および方法については、事前に監督員

と協議し、承諾を得なければならない。 

２ 事前調査 

 請負者は施工上必要な事項について、施工前にその全容を把握するための調査を行い、本市監督員及び工事

関係者等へ事前調査結果を周知し、事故防止に努めなければならない。なお、主な調査事項は次のとおりとす

る。 

 (1) 地下埋設物および架空線 

 (2) 周辺地域の構築物および排水状況 

 (3) 道路使用状況 

 (4) 井戸及び地下水の状況 

 (5) その他必要な事項（不発弾等） 



 なお、請負者は、地下埋設物および架空線等が支障となる等により、施設の位置変更が必要になる場合は、

調査資料を作成し、監督員と協議しなければならない。また調査を行うにあたり、事前に当該施設管理者と連

絡及び協議することとする。 

 請負者は、事前調査時及び工事施工中において管理者不明の埋設物等を発見した場合は、監督員に報告し、

措置方法について協議しなければならない。また、不明な埋設物等について、措置方法が決まるまでは監督員

の指示する方法により保全等の措置を講じるものとする。 

 

（交通誘導員の配置計画） 

第５条 現道上の工事においては、円滑（公平）な交通サービスを提供することが重要であることから、請負者は 

状況を十分把握するとともに、その対策について交通誘導員の配置計画を提出するものとする。 

    また、「交通誘導員勤務実績調査表」を作成し、勤務実績が確認できる資料（契約書の写し、勤務伝票の 

写し等）とともに監督員に１部提出しなければならない。本工事においては、交通誘導警備員 B４人を想定 

している。 

 

（支障物件） 

第６条 本工事区域内には、次に掲げる占用物件が埋設されているため、施工にあたっては占用企業者と十分連絡

調査を行い、占用物件の位置、保安対策等を明確にし、事故の発生を防止すること。なお、施工方法および

工期等に変更が生じた場合には監督員と協議を行い、必要と認められる経費については変更契約できるもの

とする。請負人の責により占用物件に損害を与えた場合は、速やかに監督職員に報告するとともに関係機関

に連絡し、応急措置をとり、請負人の負担によりこれを補修しなければならない。 

     占用埋設物：水道管・電力管・NTT 通信管・排水管・都市下水路管・その他 

 

（廃棄物の処理及び処分） 

第７条 請負者は、廃棄物の処理及び処分にあたって、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、請負者

の責任において、適正に処理及び処分を行うものとする。 

 

（再生利用のための建設副産物の搬出） 

第８条 本工事の施工により発生する次の各号の産業廃棄物は、再生のため次に掲げる場所へ搬出することを予定

している。 

 なお、請負者は事前に受入場所と受入条件等の協議を行い、当該処分場で適切な処理が可能であるか確認す

ること。 

１ 受入先との協議の結果、他の受入場所へ搬出する必要がある場合は、監督員と協議することとする。 

(1) コンクリート塊 

イ 受入場所：鳴門市瀬戸町明神 

(2) アスファルトコンクリート塊 

 イ 受入場所：鳴門市瀬戸町明神 

２ 搬出に際しては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守しなければならない。 



（再生資材の使用） 

第９条 再生資材の使用にあたっては、プラント再生舗装技術指針及びコンクリート副産物の再利用に関する用途

別暫定品質基準（案）等を遵守の上、適正な品質を確保すること。特に、再生クラッシャランについては、資

材中のアスファルトコンクリート再生骨材の配合率が 70％を越えると、所要の品質規格を満たさない場合があ

るので注意すること。 

 また、適正な品質が確保できない場合及び再生資材の確保が困難な場合は、監督員と協議するものとする。 

 

（産業廃棄物管理票等の提出） 

第１０条 徳島県土木工事共通仕様書第１編第１章第１節第２３条第２項に規定する産業廃棄物管理票（マニフェ

スト）の提出は、Ｄ票の写し若しくはＥ票の写しとする。 

 

(施工期間について) 

第１１条 本工事は、学校敷地内での工事となるため、掘削を伴う管きょ工事については、学校の冬季休業期間（令

和 8 年 12月 24 日～令和 9 年 1 月 7 日）に施工すること。その他工種については、施設管理者と協議の上、工

程調整を行い施工することとする。 

 

（建設発生土の搬出） 

第１２条 本工事の建設発生土については，次に掲げる箇所に搬出を予定している。 

イ 場所：鳴門市 撫養ポンプ場 

 


